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越谷市立図書館主催 平成２７年度 郷土歴史講座 

「越谷市内出羽地区の歴史」 
                                        加藤幸一 

出羽地区と会田出羽家、会田七左衛門家 

 江戸時代の前のこと、現在の出羽地区は沼沢地であった。その沼沢地を越ヶ谷領の開発の一環として

手掛けたのが会田（あいだ）出羽家の会田出羽資清（すけきよ）である。その子、資久（すけひさ）は、

現在の御殿町及びその南隣の越ヶ谷五丁目にかけての広大な敷地を持っていたが、その敷地の一部であ

る現在の御殿町あたりを越谷御殿の建設のため徳川家康に提供している。 

 さらに、資久の養子に、後の会田七左衛門政重（まさしげ）がいる。会田七左衛門家の初代となる。会

田出羽家の分家といえる。七左衛門政重は、現在の出羽地区を開墾し、七左衛門新田【槐戸（さいかち）

新田ともいう、綾瀬川沿いの槐という木々に甲虫が沢山いた】を成立させる。後に七左衛門村と称する。 

 その後かつての七左衛門新田の地域である七左衛門村からは、さらに越巻村と大間野村を分村させる。

元禄八年（１６９５）には、七左衛門村、越巻村、大間野村の三村にすでに分かれていたことがわかる。 

 なお現在の出羽地区の「出羽」は、明治二十二年の町村合併の時に生まれた「出羽村」からきているが、

その「出羽」はこの地域に流れている出羽堀に由来する。その出羽堀は、新編武蔵風土記稿によると会田

出羽介正之（でわのすけまさゆき）が作ったとされる。山崎善司氏によると、会田出羽介正之は四町野村

会田太郎兵衛家（太郎兵衛糯で知られる）の先祖で、七左衛門政重による開発前に出羽堀ができたと推定

している。 

 

「新編武蔵風土記稿」の「越ヶ谷宿」の項 

『出羽堀  宿の坤（ひつじさる）の方を流る、悪水堀を云、相傳ふ、曾田出羽介正之、當所に住し、 

掘開きしをもてかく唱ふ、曾田氏のことは、後谷村舊家富右衛門の條見るべし』 

 

１． 三ツ又堰と出羽堀 

 会田出羽介正之（でわのすけまさゆき）が出羽堀と唱えたとされる。出羽堀の流路は、現在の健康福祉

村の「ときめき元気館」の北方にある三ツ又堰（みつまたぜき）で末田（すえだ）用水から分かれて西流

し、出羽小学校や三ツ谷（みつや）稲荷、三ツ谷地蔵のそばを通り、富士中学校そばから南流し、途中の

西浦橋北方あたりから西流し（現在、出羽堀はそのまま南流して綾瀬川に流れ注ぐ。この新しくできた西

浦橋あたりから綾瀬川までの流路を「新出羽堀」という）、蒲生一丁目の久伊豆神社そばや蒲生橋（古く

は出羽橋）、蒲生の一里塚のある愛宕神社、そして綾瀬川に流れ注いでいた。 

 

２． 江戸時代の新川と岩槻道 

 江戸時代は、現在の新川は古綾瀬川とも言われ、その左岸（北側）に岩槻道があった。現在の綾瀬川は

新綾瀬川と呼ばれていた。 

 宝暦十一年（1761)の長島村内山家所蔵の新川筋絵地図によると、新川は、現在の県民健康福祉村

の北隣にある三ツ又堰より県民福祉村の中を通り、この新川が綾瀬川に注ぐ綾瀬川の落とし口までを

指す。この古絵図によって新川が江戸中期の宝暦十一年には既に完成していたことが分かる(加藤)。 
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３． 縄文時代の丸木舟の発見地 

以下は、草加ペンクラブの染谷洌氏・松本孝氏の文章より抜粋。 

草加市立歴史民俗資料館の展示室に「縄文時代の丸木舟」が透明ケースの中に納められている。ヘサキ

とトモがほぼ原形をとどめており、長さ６０６センチ、幅６７センチで、かつおぶしの形をしている。 

昭和四年の春、綾瀬川の川底さらいの時、金明町地内から発見された。平成十三年に科学的分析を行っ

た結果、約５３００年前の縄文時代前期のものであることが判明した。用材はカヤである。 

この丸木舟が発見された時のことを、田中捷一郎氏が、昭和五十七年十一月二十日の「広報そうか」で

語っている言葉が興味深い。当時、教員であった氏に、綾瀬川の改修工事に携っている現場監督と知り合

いの同僚がいて、その同僚から古代の丸木舟らしいものが発見されたという情報を得た。学生時代に丸

木舟のことを学んだことのある氏は、ひょっとしたらと感じるものがあり、急ぎ現場に走ってみると、綾
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瀬川の川辺に丸木舟が引き揚げられていた。 

後日談によると、舟は川のほぼ中央にあったため、引き揚げの際に、どちらの岸へ揚げるかが問題とな

ったが、作業がしやすいという理由で新田側に引き揚げた。反対側に引き揚げていたら、この古代の貴重

な資料も、今は越谷市のものになっていただろう、と言う。（以上、染谷洌氏・松本孝氏の文章より抜粋） 

以下は加藤幸一が加筆。 

この丸木舟は古代よりさらに古い 5300 年前の縄文時代前期と判明したが、現在の越谷市側の新川（古

綾瀬川）から流れてきたものであろう。そういう点では越谷市に縁があるといえる。 

 

４． 赤山街道 

越ヶ谷から川口にある赤山陣屋の越ヶ谷口まで通じる赤山街道は、越ヶ谷小学校の旧・正門前を通り、

地元では鳩ヶ谷道と呼ばれた。綾瀬川の手前、現在は新一の橋を渡る直線の道となっているが、本来は新

一の橋あたりは広大な大沼が広がっていたので、その大沼を迂回して下流の旧一の橋を渡る道であった。

この道は昭和４０年頃まで越ヶ谷駅から川口駅までバスが通っていた主要な道であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． ゆずり橋 

ゆずり橋は、赤山街道の下を横切って流れる角左堀（かくざぼり、角左衛門堀）に架かっていた橋で、

現在の山田うどん七左店の南側あたりにある。以下は「中川水系総合調査報告書２」より抜粋。 

この「ゆずり橋」というのは、村中の悪霊を他へゆずり払う場所という意味だという。現在でもこの出

羽七左衛門地区には、百万遍が行われている。神主に切ってもらった御幣と寺で受けた木札を持って子

供たちが、数珠玉の直径１０センチメートル、長さ１８尺（５．４メートル）もの大数珠を持って、笛や
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太鼓に合わせて「ナイダ－、ナイダー」と唱えながら、村中の家一軒一軒を廻ってお祓いをし、戸袋にさ

きほどの木札を張り付けて歩くのである。四谷―上組―根郷―中組と回り、最後に「ゆずり橋」のところ

に御幣を納めるのである。唱え言葉の「ナイダ－、ナイダー」は、「南無阿弥陀仏、南無阿弥陀仏」のな

まったものと言われている。 

 

６． よしずや河岸と弁天藤 

 綾瀬川周辺の沼地や湿地では、ヨシズやレンコン、クワイなどが生産され、赤山街道沿いの二つの河岸

場である「二つ橋河岸」と「よしずや河岸」（「一のあじ橋」そばの関根家）から出荷していた。 

よしずや河岸は綾瀬川の河岸場として栄え、近藤勇も愛でた弁天の藤があった。近藤勇は、越ケ谷から

板橋への護送の途中、赤山街道の綾瀬川に架かる一の橋（現在の旧・一の橋、当時は「一ノあじ橋」と呼

ばれた）のたもとの「よしずや河岸」の茶屋（関根氏）で休息し（四月五日とされる）、弁天藤（現在は、

出羽公園に移植）を見ながら、「綾なる流れに 藤の花匂う わが生涯に 悔いなし」との辞世の句を詠

んだとの言い伝えがあるが、確証はない。実際には、板橋で偽名がばれたあとに辞世の漢詩を詠んでいる

（四月二十五日）。近藤勇は以下のルートで板橋宿に護送された。 

流山（馬）⇒越ヶ谷宿の大沢（山駕籠）⇒浦和宿⇒田島村（梅古木）⇒荒川の笹目の渡し⇒板橋宿（処刑） 

上記の船鑑札２枚は、大間野町五丁目の「よしずや」（関根家）宅に保管されているものである。その

解読文である（作成は加藤）。この中に出てくる「関根猶八」は、現当主関根弘良の曾祖父のさらに上の

父にあたる。「南足立郡内匠（たくみ）新田」とあるのは、綾瀬川沿いの現在の足立区南花畑（はなはた）

三丁目（旧、内匠本町）あたりである。「内匠新田九十八番地」は、現在の南花畑三丁目三七番地に相当

する。かつてはここに芦川姓が二軒あった。 

 

７．谷中村の観音堂の「白馬」伝説 

谷中の観音堂には、困った時にどこからともなく現れて助けてくれるという白馬の伝説が伝わってい

る。出羽小学校の外壁に描かれた「白馬」は、その白馬伝説より採用したものである。 

「出羽の歴史散策マップ」の「出羽地区に伝わる昔話」を参照のこと。 
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８．谷中村三ツ谷の「三ツ谷地蔵」伝説  

「出羽地区の石仏」４０頁「三ツ新田と三ツ谷部落」「三ツ谷地蔵の伝説」を参照のこと。 

 

 

９．越巻村の「大雄山」伝説 

 「出羽地区の石仏」５７頁「大雄山碑石のいわれ」を参照のこと。 

 

 

１０．七左衛門村の大沼社の「兵（もののふ）」伝説  

「出羽地区の石仏」５６頁「大沼伝説」を参照のこと。 

 

 

１１．「辰の口」伝説 

 江戸時代、岩槻道と赤山道とが交差する地点に新川（古綾瀬川とも呼ばれた）を跨ぐ土橋「辰の口橋」

が架けられていた。 

この「辰（龍）の口」には二つの伝説がある。一つは、赤山街道沿いの水路の水を新川の下をくぐって

対岸（新川の南側）に流すために作った穴に、水路の水が吸い込まれるように激しく落ち込んでいて、そ

れが辰（龍）の口のようだったといわれる。もう一つは、川底の下をくぐっている大きな穴は、竜が川底

の地中から激しく水を巻き上げ、空に舞い上がった時にくぐってできた穴の跡であるという言い伝えで

ある。つまり、水が竜のように流れ落ちた穴と竜が地中から天に舞い上がった穴の２種類の伝説である。 

 耕地整理が行われる昭和三十年代初頭までは、北から流れてきた赤山街道沿いの用水路が、新川の川

底の下をくぐるように流されて（伏せ越し）いたが、新川の水面は、赤山街道沿いの用水路の水面よりも

かなり低かったので、渦を巻くように激しく流れ込んでいたのである。そして新川の下をくぐり抜けた

水は、対岸の高い土手道となっていた赤山街道の西側の地点から吹き出すようにして出て、「生け簀（す）」

に流れ込み、その水は、すぐそばの「大沼」に落されたり、赤山街道を越えて、赤山街道の東側の、現在

の大間野四丁目や五丁目に用水として流されていた。 

なお、出羽小学校の壁面に「辰の口」伝説由来の登り竜が描かれている。 

 

 

１２．疣（いぼ）稲荷 

 県立図書館蔵「埼玉日報」（昭和３０年代の記事）より以下転載する。 

 「納涼・越谷夜話 ～出羽の疣稲荷～」 

 越谷町出羽四丁野、曲がりくねった細い道路の傍らに疣稲荷がある。この稲荷はとにかく古い。その昔

この辺りがまだ船着き場であったころ、漁師が信仰したものらしい。疣稲荷のご利益はおよそ疣と名の

つくものならば何でも取れる。何でも落ちるといわれている。 

 正一位疣稲荷の境内はさして広くないが、社の裏手に古木がある。疣で難渋する人々は神社を参詣し

てからこの古木に触り、さらにこの手で自分の疣に触れる。すると不思議なことに疣は痛くもかゆくも
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なく、いつの間にか自然に取れる。そういう言い伝えである。油揚げを一枚あげる。これは治った時のお

礼の印で、その油揚げは森に住んでいる狐が食うーーそういう話である。 

 ある夏のことである。東京からこの付近の農家へ嫁に来た若い女は農家の特有、理解のない姑にいじ

められて激しい野良仕事に身体の休まる暇が無く、涙の乾く日がなかった。どうか気の荒い姑の心の角

（ツノ）が取れますように・・・嫁は毎日心に念じていた。 

 ある夜、家人が寝静まってからこっそりこの疣稲荷へ参詣した。一週間の願掛けを終わった。満願の

夜、嫁は姑の」言いつけで姑の髪を結わった。暗いランプの下で嫁の手は自然と姑の頭へさわった。心の

角がポキリと折れて疣稲荷のご利益があらたかだったと嫁は心の底から喜んだ。 

 平和な家族の一員になって嫁は涙を流しながら社前にぬかづいた。立ち上がって道路へ出ようとする

と白衣の老人がスーッと眼の前を通った。振り返ると油揚げはもうなかったという話である。疣稲荷の

境内には寛政六年とそれから天明四年と当時疣稲荷を信じた人々が寄進したと思われる青面金剛の碑石

が二つ、苔むして今までも残っている。 

 空にかかった片割れ月が静かに疣稲荷の神秘を語っている。疣稲荷が信仰する人は今でもまだあるよ

うである。（以上は「埼玉日報」（昭和３０年代の記事）からの転載） 

以下は、谷岡隆夫氏による利根川栄一氏からの聞き取り調査である。今の栴檀（せんだん）の木二本は

昭和後期、安行の植木屋に頼んでわざわざ千葉からとりよせたもの。宮本小学校にも記念に一本植えた。

宮本小学校の双葉の校章はイボ稲荷の栴檀の木から取り入れたものであるという。 

下記の文章は、平成２３年９月１日（木）越谷市立宮本小学校発行「みやもと９月号」に掲載された文

章である。校章に地元のイボ稲荷の木に由来すると思われる双葉の図案が含まれているのがわかる。 
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追加資料 

１．宮本町のいわれ 

宮本町は、昔は四丁
しちょう

野
の

村と呼んでいた。越ケ谷の久伊豆神社の神輿を担ぐのは、四丁野村の人と決まっ

ていたので、久伊豆神社のお宮の元だという意味で宮本町と名付けられた。 

越ケ谷宿ができる前の江戸時代初期までは、つまり、元荒川が花田村の周りを迂回して流れていた流路

を直道にして今日のような流れができた寛永６年以前までは、四丁野村は現在の天嶽寺や越ケ谷の久伊

豆神社方面まで陸続きで続いていて、天嶽寺や久伊豆神社は四町野村の一部であったと考えられている。

そういうことからしても、久伊豆神社のお宮の元であったとして、宮本町と名付けたのである。 

そして元荒川の自然堤防上に位置している四丁野村は、中世においては広大な越ケ谷郷の中心地であ

ったのであろう。越ケ谷郷の範囲は、岩槻区鈎上まで含まれたことが分かっている。 

２．太郎兵衛糯 

現在の宮本町の地に、昔（慶長年間）、会田太郎兵衛という人が四丁野村の名主として住んでいた。後

の会田本太郎家である。会田本太郎家の敷地（現在の角栄団地）の周辺には構え堀があった。 

会田太郎兵衛は、低湿地に適し、おいしい糯米の稲を見つけ、後に太郎兵衛糯と名付けられた。太郎兵

衛糯は甘みとコシ、粘りあり、とても美味しい糯米、明治大正の品評会で何度も賞をとる。昭和になると、

東京の和菓子屋が争って出羽村を訪れ、太郎兵衛糯を買い求めた。和菓子は勿論、赤飯、餅などに適して

いる。 

草丈が１ｍ以上と人の背丈近くまで伸び、台風などで倒れて茎が折れてしまう欠点があるため、栽培に

手間がかかり、戦中はほとんど作られなくなった。しかし、出羽にはその糯米をほそぼそと作って守った

人（秋山家）がいたので、何とか太郎兵衛糯が今日まで残ることができた。 

※太郎兵衛糯は、江戸時代、赤山陣屋の許可を得て、遠く茨城県谷和原村（つくばみらい市）にも伝わり、

現在、つくばみらい市の地元の特産品となっている。太郎兵衛糯の出所がはっきりしている。 

※瓦曽根村の名主の中村家の江戸幕府に献上する御前細糯と出羽地区で栽培されている太郎兵衛糯との

混同がみられ、誤った説が広く流布している。幕府の大奥に献上した糯米は御前細糯であるのに、地元

を知らない研究者が誤って太郎兵衛糯と流布したものであるという。（高崎力氏による見解） 

※以下はインターネットより抜粋（越谷 iiネット） 

慶長５年（1600 年）中村彦左右衛門一栄氏が、駿河国沼津に居城していた徳川家康に「太郎兵衛も

ち」を献上しました。食味が優れていたため、その功績に対し短刀「信国」が下賜されました。その後

江戸城の大奥御用米として献上され、大奥の人達が食するため宝暦９年から毎年買い付けが行われたと

言われています。太郎兵衛もちは粒が精細であるため「御前細もち」と呼ばれるようになりました。 

昭和天皇のご即位式に際し、竹の籠に笹で化粧した「かがみもち」や現在の天皇誕生の時も、精選白米

２俵が献上されています。 

・上記の文章は、瓦曽根村中村家の御前細糯の内容である。太郎兵衛糯とは関係がない。 

御前細糯の信国の短刀の話は、言い伝えであって、根拠がなく、歴史的事実としては極めて疑わしい。 

最後の「昭和天皇の御即位式～～」は、「御前細糯」の名称は明治になると姿を消したため、太郎兵衛

糯のことと思われる。 

３．宮本小学校の校章の由来 

 越谷市章の一部である『コ』を四つ外側にして、「コ４」つまり越谷を表わし、中央には地元の地名で
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ある『宮本』の字を入れ、下には双葉の図案があり、越谷市立宮本小学校の児童がすくすくと上に向かっ

て伸びていく願いを込めて描かれています。 

この双葉の図案は、故人となられた地元の利根川栄一氏（宮本町２－１２３）によると、地元のイボ稲

荷に生えている木を指しているそうである。しかしながら、谷岡隆夫氏によると双葉の図案と栴檀の葉

とは、違うように思われ、校章とは無関係ではないかと推定している。今のところ、図案の双葉が疣稲荷

の御神木を象徴しているのかどうかは、はっきりとはわからない。 

もし、疣稲荷の木を象徴しているのなら、「栴檀は双葉より芳し」（この諺でいう栴檀とは白檀の別名で

あるが、疣稲荷の栴檀の木は白檀とは全く違う木ではある）という諺にも関連づけて、児童のたくましく

健全な成長に願いを込めているのではないだろうか。 

現在、宮本小学校にも利根川栄一氏によって植えられた疣稲荷の木である栴檀の木が校舎の東にある。 

校章の作成者は、神明町１－１２４の湯浅和代氏とのことである。 

４．迎摂院（こうしょういん） 

  江戸時代に江戸幕府の代々の将軍からもらった朱印状があります。由緒のあるお寺である。 

朱印状は、将軍の赤い印(朱印）を押して発行した書状で、これによって、お寺の領地が認められ、 

年貢を納めなくてもよいことになった。朱印状があるお寺を「朱印寺（しゅいんでら）」とも呼ばれ 

ていた。江戸時代は、越ケ谷の久伊豆神社の神主も勤めていた。 

  古くから迎摂院は、越ケ谷郷の総鎮守である越ケ谷の久伊豆神社や越ケ谷中町の鎮守である浅間社

の別当寺（神社に付属して置かれた寺院で、その神社の祭祀や管理などの支配権を持つ）であり、江戸

時代を通して、神仏混淆のもとで、越ケ谷久伊豆神社の神主も兼ねていた由緒あるお寺であった。 

  なお、将軍から朱印状が出された寺社領は、年貢などの免除を保証され、朱印地と呼ばれた。 

５．神明町のいわれ 

 神明町は、昔は「神明下村」と呼ばれていた。「神明ノ下村」とも言われた。 

今の元荒川に架かる神明橋がなかった頃、ここに神明神社があった。神明下村の鎮守さまである。つま

り、現在の神明橋のたもと付近に神明社があって、この神明社を起点に村が周辺に広がっていた。村の名

前の由来は、この神明社（地元では「お神明様」と呼んでいる）からきている。 

現在の神明社は、神明町２－１５－１（越谷市小児夜間急患診療所の道路反対側）にある。ここに移転

してくる前は、北越谷駅から神明交差点に通じる道路沿いの神明町２－３９にあった。 

６．天王社（天王神社） 

 天王社（てんのうしゃ）は、牛頭天王（ごずてんのう、スサノオノミコト）と呼ばれる天王様をまつる

神社である。旧暦の６月１５日が天王様の縁日である。ここでは、１か月遅れの７月１５日の近くの土日

に地元の人たちが天王神社の集会所に集まってお祭りをしている。 

 江戸時代からの天王社であるが、明治になって八雲社と改称したようである。しかし、今でも「天王様」

と呼んで地元で親しまれている。 

スサノオノミコト（素戔嗚尊）は、櫛から元に戻した櫛名田比売（クシナダヒメ）を妻として、

出雲の地に行き、そこに住まい（宮殿）を建てた。そこでスサノオノミコトは、「八雲立つ 出雲

八重垣 妻籠（ご）みに 八重垣作る その八重垣を」と詠んだ。八雲は出雲の国を示している

が、天王様、スサノオノミコト、「八雲」の和歌とつながり、天王社を八雲社と改称したのであろう。 
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全体 「出羽の歴史散策マップ」（出羽地区コミュニティ推進協議会）より 
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四町野村（現・宮本町） 
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七左衛門村（現・七左町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越巻村（現・新川町） 
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大間野村 
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「 川 の あ る ま ち 」 第 ２ ８ 号 

新 川 と 岩 槻 古 道 ― ― 新 川 は 古 綾 瀬 川 だ っ た ― ―  

                           加 藤 幸 一 

（ １ ） 新 川 は 古 綾 瀬 川 

綾 瀬 川 の 北 側 に 綾 瀬 川 と 並 行 し て 見 ら れ る 道 が 県 道 蒲 生 岩 槻

線 で 、 こ の 道 に 沿 っ て 流 れ て い る 川 が 「 新 川 」 で あ る 。 「 新 川 」

は 、 江 戸 時 代 は 「 古 綾 瀬 川 」 と も 呼 ば れ て い た 。 元 の 綾 瀬 川 と

い う 意 味 で 、 か つ て は 綾 瀬 川 の 本 流 で あ っ た と 思 わ れ る 。 「 新 川 」

は 、 当 時 も 旧 越 巻 村 （ 現 、 新 川 町 ） 、 旧 七 左 衛 門 村 （ 現 、 七 左 町 ） 、

旧 大 間 野 村 （ 現 、 大 間 野 町 ） と 流 れ 、 綾 瀬 川 に 注 い で い た 。 

「 新 川 」 は 、 江 戸 時 代 に は 「 古 綾 瀬 川 」 と 呼 ば れ て い た こ と

が 、 長 島 村 の 名 主 で あ っ た 内 山 家 の 古 文 書 の 解 読 を 進 め て い る

中 で 判 明 し た 。 さ ら に 、 現 在 の 綾 瀬 川 は 、 古 綾 瀬 川 に 対 し て 「 新

綾 瀬 川 」 と も 呼 ば れ た こ と も わ か っ た 。 

宝 暦 十 一 年 （ 一 七 六 一)の 長 島 村 内 山 家 所 蔵 の 新 川 筋 絵 地 図

（ 図 １ ） に よ る と 、 新 川 は 、 現 在 の 県 民 健 康 福 祉 村 の 北 隣 に あ

る 三 ツ 又 堰 よ り 、 こ の 新 川 が 綾 瀬 川 に 注 ぐ 綾 瀬 川 の 落 と し 口 ま

で を 指 し て い る 。 川 幅 は 、 三 ツ 又 堰 付 近 で は 四 間 半 、 越 巻 村 土

橋 で は 七 間 、 大 間 野 村 土 橋 で は 、 三 ツ 又 堰 付 近 の 川 幅 の 倍 の 九

間 と な っ て い る 。 当 時 の 新 川 は 下 流 へ 行 け ば 行 く ほ ど 広 が っ て

い た こ と も わ か っ た 。 

な お 、 三 ツ 又 堰 は 、 末 田 用 水 が 出 羽 堀 と 悪 水 落 し （ 現 在 の 新

川 ） と に 分 か れ る 所 に あ り 、 堰 が 三 ツ 又 に な っ て い る た め に こ

う 呼 ば れ た 。 古 く か ら 移 動 す る こ と な く 、 同 じ 場 所 に あ る 。 

こ の 絵 地 図 に よ っ て 新 川 が 江 戸 中 期 の 宝 暦 十 一 年 に は 既 に 完 

 

 

成 し て い た こ と が わ か る 。 そ の 当 時 の 新 川 の 様 子 を 伝 え る 貴 重 

な 資 料 と い え る 。 新 川 は 、 実 は 二 五 〇 年 以 上 前 に 付 け ら れ た 古

い 名 称 だ っ た の で あ る 。 
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（ ２ ） 長 島 村 の 五 才 堀 付 近 の 古 道 
内 山 家 は 、 長 島 村 の 名 主 を 代 々 勤 め た 家 柄 で あ る 。 天 保 七 年

（ 一 八 三 六 ） の 長 島 村 内 山 家 所 蔵 の 五 才 堀 筋 付 近 の 絵 地 図 （ 図

２ ） の 中 で 、 「 寺 」 は 「 萬 蔵 寺 」 、 神 社 の 記 号 は 「 稲 荷 神 社 」 、 寺

の 東 隣 の 建 物 は 内 山 家 で あ る 。 格 式 あ る 内 山 家 の 周 囲 に は 囲 い

堀 が 見 ら れ る 。 

太 郎 右 衛 門 堀 の 「 太 郎 右 衛 門 」 は 、 長 島 村 の 内 山 家 を さ す 。 内

山 家 の 屋 号 は 「 太 郎 右 衛 門 さ ま 」 で あ る 。 

末 田 用 水 の 三 ツ 又 堰 の 下 流 は 悪 水 落 し と な っ て い る 。 こ の こ

と か ら 、 三 ツ 又 堰 よ り 下 流 は 、 末 田 用 水 の 悪 水 落 と し 、 つ ま り

排 水 路 で あ り 、 こ れ が 古 綾 瀬 川 に 流 れ 込 み 、 新 川 の 上 流 部 と し

て 整 備 さ れ 、 古 綾 瀬 川 も 現 在 の 新 川 町 二 の 四 〇 〇 の 島 村 家 の 東

側 か ら 新 川 の 中 ・ 下 流 部 と し て 整 備 さ れ た も の と 思 わ れ る 。 こ

う し て 完 成 さ れ た 新 川 は 、 主 に 排 水 路 と し て 利 用 さ れ て き た の

で あ る 。 

地 図 中 の 五 才 堀 筋 に 沿 っ て 見 ら れ る 道 は 、 「 岩 槻 道 」 と 呼 ば れ

る 古 道 で あ る 。 東 は 新 川 筋 に 沿 っ て 伸 び て い る 。 さ ら に そ の 先

は 、 現 在 の 槍 先 （ や り ち ゃ き ） 通 り 、 旧 出 羽 掘 の 右 岸 、 そ し て

蒲 生 橋 で 日 光 街 道 （ 現 在 の 蒲 生 茶 屋 通 り ） へ と 合 流 し た 。 

内 山 家 の そ ば に 、 昔 の 名 残 が 現 在 に ま で 残 る 岩 槻 道 が あ る 。

内 山 家 の 西 隣 に は 五 才 堀 に 架 か る 大 堰 橋 が あ り 、 そ の 大 堰 橋 よ

り 五 才 堀 筋 に 沿 っ て 北 に 伸 び る 農 道 が 岩 槻 道 で あ る 。 江 戸 時 代

の 名 残 を 残 す 古 道 と し て 、 後 世 に 残 し た い も の で あ る （ 写 真 １ ） 。 
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（ ３ ） 七 左 衛 門 村 の 新 川 付 近 
か つ て の 綾 瀬 川 本 流 で あ る 古 綾 瀬 川 は 、 五 才 堀 が 綾 瀬 川 に 注

ぐ あ た り か ら 、 現 在 の 新 川 町 二 の 四 三 三 の 斉 藤 家 北 側 及 び 、 二

の 四 〇 〇 の 島 村 家 北 側 を 通 っ て （ 現 在 、 こ の 区 間 の 川 は 埋 め ら

れ て お り 、 川 の 名 残 は 全 く な い ） 、 今 の 新 川 筋 へ と 流 れ て い た 。

現 在 も そ の 綾 瀬 川 が 新 川 に 流 れ 込 ん で い た と の 言 い 伝 え が 残

っ て い る 。 新 川 町 （ 旧 ・ 越 巻 村 ） の 地 名 は こ の 新 川 か ら 採 用 し

た も の で あ る 。 

慶 応 三 年 （ 一 八 六 七 ） の 七 左 衛 門 村 井 出 家 所 蔵 の 七 左 衛 門 村

付 近 の 新 川 の 絵 地 図 （ 図 ３ ） に よ る と 、 こ の 中 に 「 古 綾 瀬 川 」

と 書 か れ た 川 が あ る 。 現 在 の 新 川 で あ る 。 出 羽 堀 は 古 く か ら あ

り 、 現 在 の 県 民 福 祉 村 の 北 側 に あ る 三 ツ 又 堰 か ら 東 流 し て き た 。 

出 羽 堀 は 、 江 戸 時 代 初 期 に 越 ケ 谷 領 を 開 発 し た 会 田 出 羽 家 （ 現

在 の 御 殿 町 に あ っ た ） の 名 前 か ら き て い る と 推 定 さ れ て い る 。

「 新 編 武 蔵 風 土 記 稿 」 と い う 江 戸 時 代 の 江 戸 幕 府 が 編 さ ん し た

本 に は 、 越 ケ 谷 宿 の 項 目 の 中 で 、 「 会 田 出 羽 介 正 之 （ ま さ ゆ き ）

が こ の 地 （ 越 ケ 谷 宿 の 御 殿 町 あ た り ） に 住 ん で 、 堀 を 開 き 、 そ

の 堀 を 『 出 羽 堀 』 と 唱 え た 」 と あ る 。 

江 戸 時 代 は 、 新 川 （ 古 綾 瀬 川 ） の 左 岸 （ 北 側 ） に 沿 っ て 岩 槻

道 が あ っ た 。 岩 槻 道 は 、 新 川 （ 古 綾 瀬 川 ） に 沿 っ て 北 西 方 向 に

直 進 し 、 新 綾 瀬 川 に 突 き 当 た る 。 次 に 綾 瀬 川 に 流 入 し て い る 五

才 堀 の 左 岸 に 沿 っ て 北 に 進 み 、 長 島 村 の 名 主 内 山 家 の そ ば の 大

堰 を 通 っ て 現 在 の 五 才 川 橋 交 差 点 に 向 か っ た 。 こ の 古 道 は 地 元

で は 「 往 還 」 と も 呼 ば れ て い た 。 

ま た 、 絵 地 図 の 中 央 に は 観 照 院 が あ る 。 こ の 観 照 院 か ら 上 （ 北  

 

 

東 ） 方 向 の 道 は 、 現 在 の 出 羽 小 学 校 に 通 じ て い る 。 向 か っ て 右 （ 南

東 ） 方 向 の 道 は 、 赤 山 街 道 に 突 き 当 た る 道 で あ る 。 そ の 合 流 地 点

は 、 現 在 の 赤 山 道 と 国 道 ４ 号 バ イ パ ス の 交 差 点 あ た り で あ る 。  
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（ ４ ） 大 間 野 村 の 新 川 と 綾 瀬 川 付 近 
天 保 十 一 年 （ 一 八 四 〇 ） の 大 間 野 村 中 村 家 所 蔵 の 大 間 野 村 付

近 の 綾 瀬 川 筋 の 絵 地 図 （ 図 ４ ） に は 、 「 古 綾 瀬 川 」 （ 現 新 川 ） と

「 新 綾 瀬 川 」 （ 現 綾 瀬 川 ） の 文 字 が 書 か れ 、 「 古 綾 瀬 川 」 に 沿 っ

て 、 「 岩 附 （ 岩 槻 ） 往 来 道 」 （ 岩 槻 道 ） と 記 載 さ れ て い る 。 

岩 槻 道 と 赤 山 道 （ 図 の 向 か っ て 左 ） が 交 差 す る 地 点 に 新 川 を

跨 ぐ 土 橋 が 架 け ら れ て い る 。 現 在 の 「 辰 の 口 橋 」 で あ る 。 

こ の 「 辰 （ 竜 ） の 口 」 に は 二 つ の 伝 説 が あ る 。 一 つ は 、 赤 山

街 道 沿 い の 水 路 の 水 を 新 川 の 下 を く ぐ っ て 対 岸 に 流 す た め に

作 っ た 穴 に 、 水 路 の 水 が 吸 い 込 ま れ る よ う に 激 し く 落 ち 込 ん で

い て 、 そ れ が 辰 （ 竜 ） の 口 の よ う だ っ た と 言 わ れ る 。 も う 一 つ

は 、 川 底 の 下 を く ぐ っ て い る 大 き な 穴 は 、 竜 が 川 底 の 地 中 か ら 、

激 し く 水 を 巻 き 上 げ 、 空 に 舞 い 上 が っ た と き に く ぐ っ て で き た

跡 で あ る と い う 言 い 伝 え で あ る 。 

耕 地 整 理 が 行 わ れ る 昭 和 三 十 年 代 初 頭 ま で は 、 北 か ら 流 れ て

き た 赤 山 街 道 沿 い の 用 水 路 が 、 新 川 の 川 底 の 下 を く ぐ る よ う に

流 さ れ て （ 伏 せ 越 し ） い た が 、 新 川 の 水 面 は 、 赤 山 街 道 沿 い の

用 水 路 の 水 面 よ り も か な り 低 か っ た の で 、 渦 を 巻 く よ う に 激 し

く 流 れ 込 ん で い た の で あ る 。 そ し て 新 川 の 下 を く ぐ り 抜 け た 水

は 、 対 岸 の 高 い 土 手 道 と な っ て い た 赤 山 街 道 の 西 側 の 地 点 か ら

噴 き 出 す よ う に し て 出 て 、 「 生 け 簀 」 に 流 れ 込 み 、 そ の 水 は 、 す

ぐ そ ば の 「 大 沼 」 に 落 と さ れ た り 、 赤 山 街 道 を 越 え て 、 赤 山 街

道 の 東 側 の 、 現 在 の 大 間 野 町 四 丁 目 や 五 丁 目 に 用 水 と し て 流 さ

れ た り し て い た 。 

「 新 綾 瀬 川 」 （ 現 綾 瀬 川 ） の 上 流 に は 「 大 沼 」 と 呼 ば れ る 今 で 

 

 

は 考 え ら れ な い 広 大 な 沼 が あ っ た 。 こ の 大 沼 は 、 越 谷 側 で は 、 現 在

の 新 一 ノ 橋 周 辺 か ら 武 蔵 野 中 学 校 に か け て 広 が り 、 七 左 衛 門 村 の

大 沼 神 明 （ 兵[も の の ふ]神 社 ） が そ の 大 沼 に 面 し て あ っ た 。 ま た

綾 瀬 川 の 対 岸 の 草 加 方 面 へ も 、 こ の 大 沼 が 同 様 に 大 き く 広 が っ て

い た （ 図 ４ ） 。  
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一 ノ 橋 （ 図 ５ の 新 綾 瀬 川 に 架 か る 土 橋 ） は 、 江 戸 時 代 は 「 一

の 網 （ あ じ ） 土 橋 」 と 呼 ん で い た 。 こ れ が い つ の 日 か 「 一 ノ 橋 」

と 呼 ば れ る よ う に な っ た と 思 わ れ る 。 

「 あ じ 」 と は 、 地 元 の 方 言 「 あ じ あ み 」 の こ と か も し れ な い 。

「 あ じ 網 」 と は 、 「 越 ヶ 谷 言 葉 方 言 と 訛 集 改 補 編 」 （ 越 谷 市

郷 土 研 究 会 理 事 山 崎 善 司 著 ） に よ る と 、 川 を 仕 切 り 船 に 取 り

付 け た 大 網 で 、 上 り 魚 を 捕 る 漁 法 で あ る と い う 。 

角 左 （ か く ざ ） 堀 は 、 大 間 野 小 学 校 の 北 側 を 流 れ る 現 在 の 排

水 路 筋 で あ る 。 

図 ４ で 、 久 伊 豆 神 社 の 現 在 地 は 、 光 福 寺 の 裏 の 大 間 野 町 二 の

二 〇 〇 の か つ て の 太 田 家 の 跡 地 （ 現 在 、 「 パ ル コ ー ト 越 谷 」 の マ

ン シ ョ ン ） あ た り で あ る 。 稲 荷 神 社 は 、 大 間 野 町 四 の 一 五 二 の

二 の 町 田 家 で あ る 。 弁 天 社 は 、 大 間 野 町 五 の 二 三 五 の 金 子 家 で

あ る 。 以 上 の 三 社 は 、 慶 応 四 年 （ 一 八 六 八 ） に 天 神 宮 の 地 に 合

祀 さ れ て 「 三 社 神 社 」 と し て 今 日 に 至 っ て い る 。 

な お 、 現 在 の 綾 瀬 川 は 、 桶 川 市 小 針 領 家 の 備 前 堤 に 源 を 発 し 、

葛 飾 区 の 中 川 に 架 か る 上 平 井 橋 南 側 で 合 流 す る 全 長 約 三 十 九

キ ロ メ ー ト ル の 中 川 水 系 に 属 す る 川 で あ る 。 

し か し 、 か つ て の 綾 瀬 川 は 、 足 立 郡 と 埼 玉 郡 の 郡 境 を 流 れ 、

近 世 初 頭 ま で 荒 川 の 主 流 で あ っ た の で あ る 。 
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写真２ 

三ツ又堰（健康福祉村の北側） 

＜南方向を見る＞ 

 

・末田用水は、三ツ又堰（県民健康福祉村の北隣） 

から、新川と出羽堀に分かれる。→写真２ 

・現在の県道蒲生岩槻線に沿って流れる新川は、江

戸時代は「古綾瀬川」とも呼び、現在の綾瀬川は、

「新綾瀬川」とも呼ばれた。 

・古綾瀬川（新川）の左岸（北側）に沿って岩槻道と

呼ばれた古道があった。 

・長島の内山家そばの五才堀の左岸にある農道は、 

昔の岩槻道の名残である。 
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